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2011年3月11日に発生した東日本大震災は、東北・関東地方を中心とした広範囲にわたり甚大な被害をもた
らしました。これを受けて、同年12月には「東日本大震災復興特別区域法」が施行され「訪問リハビリテーショ
ン事業所整備推進事業」が始動したのです。そして公益社団法人 日本理学療法士協会（以下、本会）は、被災地
復興を第一義として、訪問リハビリテーション事業所（以下、事業所）の設置を推進することとしました。しかし、
事業所設置のためには、施設の経営や運営に関する経験、人材の確保、資金の問題など、多くの高いハードル
が存在しており、地域で活動する本会会員の力のみでは、断念せざるを得ないのではないかという空気が流れ
ていました。この状況を打開するために、本会および一般社団法人 日本作業療法士協会、一般社団法人 日本言
語聴覚士協会の共同出資により、一般財団法人 訪問リハビリテーション振興財団（以下、本財団）が2012年10
月に設立されたのです。

共同出資のご提案をさせていただいた際、各協会会長より力強い同意のお返事をいただいたことは、今でも
忘れることができません。それは、リハビリテーション専門職同士が、力を合わせて国民の皆さまのために立
ち上がった、貴重な一瞬でした。

そして、同年11月には福島県南相馬市にて、第1号である「浜通り訪問リハビリステーション」が開設されま
した。これを皮切りに、翌2013年4月、岩手県宮古市に「宮古・山田訪問リハビリステーションゆずる」が2014
年10月には宮城県気仙沼市にて「気仙沼訪問リハビリステーション」が開設されました。現在は、全国から理学
療法士、作業療法士、言語聴覚士、総勢20名の仲間が集い、熱い思いをもって各事業所にて活動しています。
なお本事業は、地域の医師をはじめ、ケアマネジャーなどの多職種と連携し、利用者一人一人のリハビリテーショ
ン目標の達成や、適切な他サービスへの移行、看取りへの対応などの実績を上げ、行政機関や関連団体から高
い評価を受けています。本年は、復興特別区域制度の終了年度でもありましたが、地域住民をはじめ、行政機
関や関連団体からの強い要望により、制度延長に伴って、事業所の運営を継続していくことが決定しました。

今後、本事業が、我が国における訪問リハビリテーションのモデルとなり、普遍的なサービスの在り方に結
び付くことで、国民の皆さまの健康と幸福に寄与できるように取り組んでまいります。

公益社団法人 日本理学療法士協会
財団担当特任理事

松井　一人
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・・・Introduction ・・・

2011年
◆東日本大震災復興特別区域法 成立（12月26日）
　東日本大震災復興特別区域法の施行により、
　初めて医療専門職による訪問リハビリテーション事業所の設立

2012年

◆公益社団法人 日本理学療法士協会、一般社団法人 日本作業療法士協会、
　一般社団法人 日本言語聴覚士協会の出損により、　
　一般財団法人 訪問リハビリテーション振興財団設立（10月）
◆福島県南相馬市に「浜通り訪問リハビリステーション」設置（11月）

2013年 ◆岩手県宮古市に「宮古・山田訪問リハビリステーションゆずる」設置（4月）

2014年

◆公益社団法人 日本理学療法士協会、一般社団法人 日本作業療法士協会、
　一般社団法人 日本言語聴覚士協会からなるリハビリテーション専門職団体協

議会より、訪問リハビリテーション管理者養成研修会・訪問リハビリテーショ
ン管理者研修会の運営受託

◆リハビリテーション専門職団体協議会より、訪問リハビリテーションリーダー
会議、「訪問リハビリテーションフォーラム2014」の運営受託

◆宮城県気仙沼市に「気仙沼訪問リハビリステーション」設置（10月）

一般財団法人 訪問リハビリテーション振興財団の歩み

＜事業所＞　※2017年2月現在

【浜通り訪問リハビリステーション】
（2012 年 11 月開設）

所 在 地：福島県南相馬市原町区萱浜字巣掛場５
職員構成：理学療法士5名、作業療法士1名、言語聴覚士1名

【宮古・山田訪問リハビリステーションゆずる】
（2013 年 4 月開設）

所 在 地：岩手県宮古市大通 2-2-24 B 号
職員構成：理学療法士6名、作業療法士1名、言語聴覚士1名

【気仙沼訪問リハビリステーション】
（2014年 10 月開設）

所 在 地：宮城県気仙沼市田中前 4-2-7
職員構成：理学療法士3名、作業療法士2名
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訪問リハビリテーション
振興財団の歩み

feature

1

訪問リハビリテーションとは
訪問リハビリテーションの目的は、リハビリテーションの専門家（理学療法士、作業療法士、言語聴覚士）が利用者の

実際の生活の場にお伺いして、日常生活の自立と家庭内さらには社会参加の向上を図ることが目的です。

訪問リハビリテーションの具体的介入内容

 1  病状の観察

・バイタルチェック(体温、脈拍、
呼吸、血圧測定等)

・病状の観察や助言
・精神面の健康状態の確認と助言
・介助者の健康状態の確認と助言
・再発予防と予後予測

 2  日常生活への指導・助言

・日常生活動作（ADL）指導・身体機能(筋
力、柔軟性、バランス等)の維持、改善

・痛みの評価と物理療法等の疼痛緩和
・福祉用具または補装具、住宅改修

の評価と相談
・摂食嚥下機能やコミュニケーショ

ン機能の改善
・生活の質（QOL）の向上や趣味、社

会参加促進のための助言

 3  介護相談

・療養生活の助言・相談
・家族への介護指導の助言・相談
・精神的な支援・福祉制度利用の
　助言・相談

利用者本人と自宅環境との適合を調整する
役割を持ち、自宅での自立支援に効果的
なサービスです。

ケアマネ等の関連職種と積極的に連携を図
りながら、チームの一員としてその専門性
を発揮することができます。

実際には、心身障害、生活障害、住環境
等を確認して自宅生活の中で利用者自身の
機能維持・向上を図りつつ、医療機関では
行うことができない実際の生活場面に即し
た能力的な部分へのアプローチを行ってい
くことができるサービスです。

理学療法士、作業療法士、言語聴覚士の
国家資格を有したリハビリ専門職種が、利
用者本人と家族の生活再建、安定、発展
を手助けするサービスです。

利用者が安心、安全にその人らしい在宅
生活が継続できるように支援していきます。

POINT

POINT

POINT

POINT

POINT
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一般財団法人 訪問リハビリテーション振興財団の実績
本財団は、訪問リハビリテーションなど在宅ケア事業の運営・運営支援および質の向上に関する教育、調査研究など、様々

な活動を展開しています。住み慣れた地域でその人らしい生活を送っていただくことを目的としたリハビリテーションの提
供が評価され、地域ごとの利用者数が増加しています（図 1）。また、行政からは、市町村の健康福祉事業への支援依頼
をいただくなど、評価をいただき、それらに応える形で貢献しています。本財団を利用している方は運動機能や栄養状態
の改善がなされ、目標達成による訪問リハビリテーション終了件数は増加しています。また、反対に死去などによる訪問
リハビリテーション終了件数が減少するなど、数値としてその成果が表れています（図 2）。これは、利用者の QOL 向上
の証といえます。

1. 介護従事者を対象とした研修会開催
介護支援専門員および、介護福祉士などの介護従事者を対象とした研修会を年数

回開催し、訪問リハビリテーションの役割や対象についての講義・事例紹介などを行っ
ています。

2. 介護予防教室など、地域支援事業開催
事業所のひとつである浜通り訪問リハビリステーション（福島県南相馬市）では、

地域住民が主体的に運動をきっかけとして交流できる場の設置運営を支援していま
す。その場での医療専門職の役割としては①運動や体力測定の意義の説明、②ハイ
リスク者への個別指導（自主トレや生活指導など）、③参加者への運動指導（体力測
定の結果をもとにした運動指導）などが挙げられます。

訪問リハビリテーション振興財団の地域貢献活動
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図 1 利用者推移

図 2 浜通り訪問リハビリステーションにおける利用者の主な終了理由

長期入院 状態悪化

利用者は
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２
０
２
５
年
を
目
指
し
た
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
で
は
、
超
高
齢
社
会
へ
の
対
応
と
し

て「
施
設
か
ら
地
域
へ
」「
医
療
か
ら
介
護
へ
」を

二
つ
の
大
き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
在
宅
医
療
の
充
実
が

強
く
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

本
誌
で
は
、「
一
般
財
団
法
人 

訪
問
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
振
興
財
団
確（
以
下 

本
財
団
） 

浜
通
り
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
福
島

県
南
相
馬
市
）」運
営
5
年
目
を
迎
え
、
公
益
社

団
法
人 

日
本
理
学
療
法
士
協
会(

以
下 

本
会
）

会
長
半
田
一
登
が
、
事
業
所
に
て
活
動
す
る
理

学
療
法
士
に
お
話
を
き
き
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
後
に
南
相
馬
市
で

働
こ
う
と
し
た
き
っ
か
け
？

半
田
…
２
０
１
６
年
4
月
に
発
生
し
た
熊
本
地

震
を
は
じ
め
、
我
が
国
で
は
多
く
の
震
災
が
発

生
し
て
い
ま
す
が
、
震
災
か
ら
一
定
期
間
の
時

間
が
過
ぎ
る
と
だ
ん
だ
ん
記
憶
か
ら
薄
れ
て
き

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
な
ぜ

震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
南
相
馬
市
で
働

こ
う
と
決
意
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

安
部
…
震
災
当
時
は
福
島
県
い
わ
き
市
で
働
い

て
い
ま
し
た
が
、
南
相
馬
市
の
実
家
に
帰
省
し

て
み
る
と
そ
の
被
害
状
況
や
介
護
職
等
の
人
手

不
足
に
愕
然
と
し
、
地
元
の
た
め
に
手
助
け
が

で
き
た
ら
と
思
い
、
本
財
団
の
入
職
を
決
意
し

ま
し
た
。

長
崎
…
震
災
当
時
は
大
阪
府
で
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
が
、
都
市

部
の
影
響
も
あ
り
、
自
分
自
身
の
中
で
理
学
療

法
士
と
し
て
の
成
長
に
悩
ん
で
い
た
時
期
で
も

あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
従
事
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
た
上

で
、
南
相
馬
市
に
来
た
ら
理
学
療
法
士
と
し
て

更
な
る
成
長
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

思
い
が
あ
り
、
挑
戦
し
ま
し
た
。

岩
本
…
震
災
当
時
は
佐
賀
県
で
働
い
て
い
ま
し

た
が
、
本
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
宮
城

県
の
南
三
陸
町
に
行
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
非
現
実
的
な
風
景
と
環
境
を
目
の
当
た

り
に
し
た
と
き
の
衝
撃
、
沿
岸
部
に
は
訪
問
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
普
及
し
て
い
な
い
状
況

な
ど
、
九
州
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
ば
か
り

で
し
た
。
震
災
か
ら
2
年
経
過
し
て
も
復
興
が

進
ん
で
い
な
い
状
況
を
知
り
、
理
学
療
法
士
と

し
て
被
災
地
の
地
域
に
関
わ
り
た
い
と
思
い
、

南
相
馬
市
で
働
く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

半
田
…
岩
本
さ
ん
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
経
験
し

て
み
て
ど
う
で
し
た
か
。

岩
本
…
私
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
た
の
は
、

震
災
発
生
か
ら
4
ヶ
月
経
過
し
て
い
ま
し
た
。

当
時
は
、余
震
も
頻
発
し
、気
候
も
暖
か
く
な
っ

て
き
ま
し
た
の
で
、
異
臭
や
大
量
の
虫
が
発
生

し
て
い
る
状
況
で
し
た
。
そ
の
中
で
、
1
週
間

と
い
う
短
い
期
間
で
し
た
が
、
高
齢
者
、
障
が

い
者
の
自
宅
、
避
難
所
、
仮
設
住
宅
な
ど
に
伺

い
、
理
学
療
法
士
と
し
て「
身
体
機
能
・
日
常

生
活
動
作
評
価
」を
行
い
、
県
職
員
の
方
に
報

告
す
る
こ
と
が
主
な
活
動
で
し
た
。
当
時
は
理

学
療
法
士
と
し
て
の
経
験
が
3
年
目
ぐ
ら
い
で

し
た
が
、
評
価
が
十
分
に
行
え
て
い
る
か
と
い

う
一
抹
の
不
安
も
あ
り
、
改
め
て「
身
体
機
能
・

日
常
生
活
動
作
評
価
」は
理
学
療
法
士
と
し
て

「
重
要
」だ
と
感
じ
ま
し
た
。

半
田
…
現
在
、
厚
生
労
働
省
か
ら
最
も
理
学
療

法
士
に
要
望
さ
れ
て
い
る
の
は
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
あ
る
い
は
理
学

療
法
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
す
。
理
学
療
法
士
と
し

て
、「
身
体
機
能
・
日
常
生
活
動
作
評
価
」、「
問

題
点
の
抽
出
」、「
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
立
案
」な
ど
の

提
案
を
求
め
て
い
ま
す
。
背
景
と
し
て
は
、
東

一
般
財
団
法
人 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
振
興
財
団

設
立
か
ら
５
年
目
を
迎
え
て

～
被
災
地
に
お
け
る
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
活
躍
～

feature

2

安部ちひろさん（理学療法士）

写真左から安部さん、岩本さん、半田会長、長崎さん
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特
集
２
一
般
財
団
法
人 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
振
興
財
団 

〜
設
立
か
ら
５
年
目
を
迎
え
て
〜

日
本
大
震
災
発
災
直
後
の
理
学
療
法
士
の
活
動

に
あ
り
、
特
に「
身
体
機
能
・
日
常
生
活
動
作

評
価
」の
有
効
性
が
原
点
で
す
。

被
災
地
か
ら
紐
解
く
、

２
０
２
５
年
以
降
の
課
題

半
田
…
皆
さ
ん
被
災
地
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
被
災
地
特
有
の
問
題
点
は
あ
り
ま
す
か
。

長
崎
…
仮
設
住
宅
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
で
き

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
十
分
で
な
い
と
こ

ろ
も
あ
り
、
家
が
な
い
方
へ
の
対
応
に
苦
慮
し

ま
し
た
。
活
動
と
参
加
の
面
で
は
、
震
災
前
ま

で
暮
ら
し
て
い
た
地
域
に
戻
れ
な
い
方
々
は
、

今
後
は
、
仮
設
住
宅
か
ら
災
害
公
営
住
宅
に
移

り
住
む
な
ど
、
今
ま
で
暮
ら
し
て
い
た
と
こ
ろ

と
違
う
地
域
で
、
再
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
形

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る

放
射
能
の
影
響
に
よ
り
、
場
所
に
よ
っ
て
は
畑

仕
事
、
山
菜
取
り
、
魚
釣
り
な
ど
活
動
と
参
加

に
つ
な
が
る
自
然
資
源
の
利
用
が
で
き
な
い
な

か
、
仮
設
住
宅
な
ど
の
狭
い
空
間
で
不
活
発
な

生
活
を
送
る
こ
と
で
、
身
体
機
能
の
低
下
を
及

ぼ
す
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

家
族
を
失
っ
た
方
、
住
ん
で
い
た
家
を
失
っ
た

方
、
そ
う
い
っ
た
方
々
の
心
の
問
題
に
も
直
面

し
ま
し
た
。

半
田
…
私
も
避
難
所
で
家
を
無
く
し
た
人
た
ち

と
出
会
っ
た
と
き
は
、
人
生
の
一
部
を
失
っ
た

よ
う
な
喪
失
感
を
感
じ
ま
し
た
。
病
人
や
け
が

人
は「
家
に
帰
る
」と
い
う
目
的
が
あ
り
ま
す

が
、
津
波
で
家
が
流
さ
れ
て
家
を
無
く
し
て
し

ま
っ
た
人
た
ち
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
や

は
り
今
ま
で
と
は
異
な
っ
た
対
応
が
必
要
で
し

た
か
。

長
崎
…
そ
う
で
す
ね
。
疾
病
や
障
が
い
を
負
っ

た
人
は
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
対
し
て
失
望
感

や
諦
め
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
の
介
入
で

失
望
を
希
望
に
変
え
て
い
け
る
よ
う
働
き
か
け

ま
す
が
、
家
を
無
く
し
た
方
、
家
族
を
亡
く
し

た
方
と
か
は
、
身
体
は
生
活
で
き
る
レ
ベ
ル
で

す
が
、
失
望
感
を
拭
え
な
い
た
め
活
動
性
も
落

ち
て
い
る
方
も
い
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
方
に

対
し
て
は
、
身
体
に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
以
外
に
も
心
の
ケ
ア
が
必
要
に
感
じ
ま

し
た
。

半
田
…
長
崎
さ
ん
の
抱
え
る
問
題
が
こ
れ
か
ら

の
日
本
の
２
０
２
５
年
以
降
、
大
き
な
課
題
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
国
の
指
針

で
こ
れ
か
ら
病
床
が
20
万
床
以
上
削
減
さ
れ
て

い
き
ま
す
が
、
在
宅
医
療
は
30
～
40
万
人
増
え

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
在
宅
医
療
を
個
々
で

展
開
す
る
こ
と
に
は
多
く
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
専
門
職
の
人
員
が
必
要
に
な
る
の
で
、

心
の
ケ
ア
も
行
い
、
日
常
か
ら
介
護
予
防
に
取

り
組
み
、
家
族
・
親
戚
・
地
域
で
暮
ら
し
を
助

け
合
う
関
係
性
を
築
い
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。多

職
種
連
携
に
よ
る

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
活
き
る
道

半
田
…
本
財
団
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
多
く
の

関
係
者
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
、
こ
れ
か
ら
は

市
町
村
事
業
と
の
関
わ
り
が
必
要
に
な
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。
利
用
者
さ
ん
の
個
別
の
問
題

と
集
団
的
な
介
護
予
防
等
な
ど
の
活
動
、
こ
の

2
つ
の
側
面
は
最
低
限
実
施
し
な
く
て
は
い
け

な
い
課
題
に
な
る
で
し
ょ
う
。

安
部
…
当
事
業
所
で
は
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
と
は
別
に
市
町
村
事
業
と
し
て
サ
ロ

ン
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
業
務
を
調
整

し
つ
つ
市
町
村
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

人
手
が
足
り
な
い
の
が
本
音
で
す
。
ま
た
、

２
０
１
６
年
度
か
ら
地
域
包
括
シ
ス
テ
ム
の
推

進
と
し
て
、市
が
主
体
と
な
っ
て
４
つ
の
部
会
、

「
医
療
と
介
護
の
連
携
部
会
」、「
認
知
症
支
援
部

会
」、「
生
活
支
援
体
制
整
備
部
会
」、「
介
護
予
防

部
会
」が
設
立
し
、
当
事
業
所
で
は
3
つ
部
会

（
認
知
症
支
援
部
会
、
生
活
支
援
体
制
整
備
部

会
、
介
護
予
防
部
会
）に
関
わ
る
こ
と
に
な
り
、

行
政
、
他
職
種
の
連
携
に
よ
っ
て
、
新
た
な
発

見
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、
２
０
１
７
年
度
よ
り「
失
語
症
の
方
の

交
流
会
」を
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
力
し
て
行

う
予
定
に
な
り
、
こ
の
話
し
合
い
を
き
っ
か
け

に
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
の
必
要
性

を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、「
難
病
の
方
の
交
流
会

な
ど
同
じ
よ
う
な
境
遇
の
人
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト

と
か
に
繋
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」と
い
う
話
に

も
発
展
し
ま
し
た
。
行
政
、他
職
種
の
方
が「
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
は
何
が
で
き
る

人
」と
い
う
の
を
正
し
く
理
解
し
て
く
れ
た
か

ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
話
に
発
展
し
た
の
か
な

と
思
い
ま
す
。

半
田
…
確
か
に
他
職
種
と
関
係
性
を
深
め
て
い

く
と
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
へ
の
理

解
が
深
ま
り
、
仕
事
も
増
え
て
い
き
ま
す
ね
。

こ
れ
か
ら
の
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
あ

り
方
を
示
す
た
め
、
現
在
の
活
動
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。皆
さ
ん
、

是
非
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

岩本歩さん（理学療法士）

長崎真幸さん（理学療法士）

公益社団法人
日本理学療法士協会 会長
半田一登
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私
は
、
理
学
療
法
士
に
な
っ
て
10
年
目
、
現
在
は
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

我
が
国
は
、総
人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上
人
口
の
割
合（
高
齢
化
率
）

が
26.7
％
と
、
超
高
齢
社
会
に
突
入
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
社

会
背
景
の
な
か
、
国
は
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５

年
を
目
途
に
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
い
暮
ら

し
を
人
生
の
最
期
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
包
括

的
な
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
で
あ
る
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で
は
在

宅
医
療
と
介
護
の
連
携
が
鍵
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
在
宅
の
仕
事

を
し
て
い
る
な
か
で
、
連
携
が
ま
だ
不
十
分
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
急
性
期
病
院
や
回
復
期
病
院
を
退
院
し
て
自
宅
復
帰
さ
れ
る

際
や
、
複
数
事
業
所
の
他
職
種
の
支
援
者
が
関
わ
る
際
に
、
日
程
の

関
係
で
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
出
席
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
、
情
報
が

得
ら
れ
に
く
い
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
現
状
で
、
対
象
者
が
ス
ム
ー

ズ
に
自
宅
復
帰
で
き
る
た
め
、
安
定
し
た
生
活
を
送
れ
る
た
め
に
双

方
が
歩
み
寄
ろ
う
と
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
立
を
支
援
す
る
役
割
が
あ
る
理
学
療
法
士
と
し
て
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
以
外
の
時
間
も
生
活
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
よ

う
に
動
き
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
や
、
ご
家
族
を
含
め
た

支
援
者
に
姿
勢
や
動
き
方
、
介
助
方
法
を
伝
達
し
て
い
く
こ
と
な
ど
、

24
時
間
の
生
活
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く
視
点
も
重
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

今
後
、
地
域
に
積
極
的
に
出
て
い
き
、
地
域
作
り
に
も
参
画
で
き

る
理
学
療
法
士
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

リハケアネット訪問看護ステーション

理学療法士　日 當  泰 彦 さ ん


